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　調査の概要

１．調査の方法と内容

２．集計及び区分け等

　〇 データは各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各道府県私立学校所管部署からのデータ

　　 を集計し、一部本協会の調査データを加えた。

　〇 方面別実施状況は、クラス別･班別及び課程別での実施や複数方面にまたがる場合も１校として

　　 集計のため、設置校数・生徒数と一致しない。県によって人数のデータが把握ができていない

　　 ところは、文部科学省学校基本調査のデータを基に参考数値として集計した。

　　 私立校は、前年度同様、所管部署の「把握できている範囲」での回答と本協会独自調査による

　　 データを合わせ、極力実態に近い数値となるようにした。

　〇 海外修学旅行・海外研修とも都道府県の実施校数・参加生徒数は出国数をベースとし、クラス別・

　　 班別及び課程別での実施を件数表示とした。また複数方面にまたがる場合、国別集計では延べ数

　　 でカウントした。

　〇 訪問国は、旅行という観点から大陸区分によったが、グアム・サイパン島は北アメリカに、パ

　　 ラオ・マーシャル諸島はオセアニアに区分した。

　〇 海外研修は語学研修、ホームステイ、教科の特性を生かした実習・研修、姉妹校交流等をまとめ、

　　 研修内容の区分は本協会独自の仕訳によった。

　〇 訪日教育旅行受入状況については、一部地域を除き、各都道府県教育委員会で把握されている

　　 ものを掲載した。

［高等学校］

　〇 学校数は4,791校(本校4,715校、分校76校)で、前年度より33校減少(本校27減、分校6減)している。

　　・公立の学校数は3,455校で、前年度より34校減少(本校28減、分校6減)している。

　　・国立の学校数は15校で、前年度と同数である。

　　・私立の学校数は1,321校で、前年度から1校増加。

　　　生徒数は約291万9千人で、前年度より約3万8千人減少している。(中等教育学校を含むと約293万人)

　〇 中等教育学校数は57校(国立4校、公立35校、私立18校)で、前年度と同数である。

　〇 修学旅行対象学年(全日制2年、定時制3年、専科、別科、中等教育後期課程)の生徒数は約98万2千人

　 　で、前年度より約9千人増加している。

［中学校］

　〇 学校数は9,944校(本校9,864校、分校80校)で、前年度より68校減少(本校70減、分校2増)している。

　　・公立の学校数は9,095校で、前年度より60校減少している。

　　・国立の学校数は68校で、前年度と同数である。

　　・私立の学校数は781校で、前年度より1校増加している。

　　　生徒数は約317万人8千人で、前年度より約2万8千人減少している。

　〇 修学旅行対象学年(3年生基準)の生徒数は約107万1千人で、前年度より約8千人減少している。

　　　　　　　　　　（校数・参加生徒数・旅行方面）

　　　　　　　　　ハ．2023（令和5）年度海外研修実施状況（校数、参加生徒数、実施時期、日数、

　　　　　　　　　　　旅行費用、研修先国、研修内容）

　　　　　　　　　ホ．2023（令和5）年度訪日教育旅行受入状況

　　　　　　　　　ヘ．2024（令和6）年度修学旅行実施基準概要

[　調査の概要　]

　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校担当部署に、所管する高等学校、

　(1) 調査の期日　2024(令和6)年5月1日現在

　　　　　　　　　二．2023（令和5）年度国内航空機利用修学旅行の実施状況

　　なお、一部実施状況ならびに実施内容を把握できていない箇所については、本協会で独自調査を

　中学校の修学旅行の実施状況等について調査を依頼し、以下のとおりまとめた。

　　　　　　　　　ロ．2023（令和5）年度海外修学旅行実施状況（校数、参加生徒数、実施時期、

　行った。愛知県の私立学校に関しては、愛知県私立中学高等学校協会の協力を得た。

　(2) 調査対象　　各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校所管部署

　(3) 調査内容　　イ．2023（令和5）年度全国公私立高等学校・中学校修学旅行方面別実施状況

　　　　　　　　　　　日数、旅行費用、訪問国）

３．２０２３(令和５)年度全国高等学校・中学校の概要

(資料：令和５年度文部科学省学校基本調査) 

－1－

［　調査の概要　］



＜編集後記＞ 

 

 

           『全国修学旅行実施状況調査』発刊にあたり 

 

 

 当協会は、グローバル化が進む中、若年時からの国際理解教育による世界基準に対応でき

る人材育成の重要性から“海外修学旅行・海外研修”の推進が加速することを見据えてきま

した。そのため 20 有余年前から「全国公私立高等学校 海外修学旅行・海外研修（修学旅行

外）実施状況調査報告」としてその実態調査を行い推移をまとめてまいりました。そしてそ

の予測通り海外修学旅行・海外研修に取り組む学校は着実に増加し、2018（平成 30）年度

には修学旅行 962校 168,881人、研修 1,537校 47,477人の高校生が世界各国を訪れました。 

国際理解教育は必要不可欠の教育であることが実証されました。 

 

しかし、2019（令和元）年 12 月中国・武漢市で確認された原因不明の肺炎「COVID-19（新

型コロナウイルス感染症）」の全世界への蔓延により、海外への渡航はおろか国内において

も教育現場の日常は奪われることとなりました。 

海外修学旅行・海外研修の実施は、その後丸 2 年間の自粛を余儀なくされました。 

 

 

 当協会では、この事態におかれた各学校の様々な状況や取組みを全国に発信する必要性

を感じ、全国各都道府県並びに政令指定都市教育委員会、各都道府県私立学校所管部署に全

国の公私立高等学校、中学校の国内・海外修学旅行、海外研修の全体調査のご協力を仰ぐこ

ととしました。そしてその結果を「コロナ禍と修学旅行」としてまとめ、混乱の 2020（令和

2）年度から回復の 2022（令和 4）年度までの 3年間をお伝えしてまいりました。 

最終的に、本調査は当初の目的であった高等学校の海外への修学旅行・研修の実態調査に

加え、公私立高等学校並びに中学校の国内の修学旅行の実態を含めた本当の意味での全国

修学旅行実施状況調査に発展することができました。 

 

 この貴重な資料を今年度より従来の「全国公私立高等学校 海外修学旅行・海外研修（修

学旅行外）実施状況調査報告」から「全国修学旅行実施状況調査（全国公私立高等学校・中

学校修学旅行等実施状況調査の報告）」と名称を改めて発刊する次第となりました。 

 関係各所の皆様のご参考になれば幸いです。 

 

 

最後に、本調査の趣旨をご理解賜りご協力をいただいた、各都道府県並びに政令指定都市

教育委員会、各都道府県私立学校担当部署の皆様方に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

（公益財団法人 全国修学旅行研究協会 調査部 石原輝紀） 
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本報告書のデータは、公益財団法人 全国修学旅行研究協会の公式ホームページ 

【 修学旅行ドットコム（http://shugakuryoko.com/）】内の、「調査・研究活動」 

ページに、PDF 形式で全て掲載しております。 

 

本報告書は毎年（2000 年分より）ホームページ上に掲載しており、最新版は後日 

の掲載となります。（最新版の掲載時期は 2 月上旬を予定） 

 

本報告書とは別に、中学校の調査については、別途、下記三地区の公立中学校の 

修学旅行委員会で実施しているアンケートを集約した「学びの集大成を図る修学 

旅行」として同ホームページ内に掲載しております。 
 

・関東地区公立中学校修学旅行委員会 
（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県） 

・東海三県中学校修学旅行委員会 
（愛知県、岐阜県、三重県） 

・近畿中学校長会修学旅行専門委員会 
（滋賀県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、和歌山県） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

2023（令和 5）年度 全国修学旅行実施状況調査 
【2023（令和 5）年度 全国公私立高等学校・中学校修学旅行等実施状況調査の報告】 

 
 

付 ２０２４(令和６)年度 全国都道府県・政令指定都市修学旅行実施基準概要  

 

２０２５(令和７)年２月 
 

発 行  公 益 財 団 法 人  全 国 修 学 旅 行 研 究 協 会  
   〒102-0074 東京都千代田区九段南 2-6-8 九段南ビル 6F 

           TEL 03-5275-6651 ／ FAX 03-5275-6653 
               E-mail  shuryo@h2.dion.ne.jp 
           URL  http://shugakuryoko.com/（修学旅行ドットコム） 

右記ＱＲコードは、修学旅行ドットコムのトップページへリンクしております。 

スマートフォン専用ページではありません。 

[ＱＲコード] 

 


